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第91期 中間経営報告書
2012年4月1日から2012年9月30日まで

株 主・投資家のみなさまへ

株式会社

　2012年6月6日（水）
～8 日（ 金 ） の 3 日 間、
東京・品川のガーデンシ
ティ品川において当社技
術展 SMK TEXPO2012
を開催いたしました。

　1985年に第1回を開催し、第8回目となる今回は
テーマコピーを「人、環境、未来へスマートナビゲー
ト」とし、新製品や現在研究開発を進めている最新
の技術等、約300点を展示いたしました。
　今回の展示では、SMKが描く未来を提案する未来
技術コーナー、環境に配慮した製品技術を紹介する
エコテクノロジーコーナー、高速伝達・高周波に対
応した技術を紹介する高速・高周波デバイスコー
ナ ー 等 々、 各
展 示 コ ー ナ ー
を 充 実 さ せ ま
した。使いやす
さ を 体 感 し て
い た だ け る よ
う デ モ ン ス ト
レ ー シ ョ ン も
多く取り入れ、
ご 来 場 者 に 高
い 評 価 を い た
だきました。期
間中は2,430名
の 方 に ご 来 場
い た だ く こ と
ができました。
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商　　号 SMK株式会社

英文社名 SMK Corporation

設　　立 1929年（昭和4年）1月15日

資 本 金 7,996,828,021円

従業員数（SMKグループ） 7,660名
本　　社 〒142－8511

東京都品川区戸越6丁目5番5号
TEL (03)3785-1111(代表)
FAX (03)3785-1878
ホームページアドレス
http://www.smk.co.jp/

ゲートシティオフィス 北陸営業所
大阪支店 福岡営業所
名古屋支店 富山事業所・富山テクノロジーセンター
茨城営業所 ひたち事業所

海外ネットワーク
生産／販売／R&D　全35拠点

台湾・香港・中国・シンガポール・フィリピン・韓国・マレーシ
ア・ベルギー・ドイツ・イギリス・フランス・ハンガリー・アメ
リカ・メキシコ

会社概要

役員一覧

国内事業所一覧

取締役および監査役 執 行 役 員
代 表 取 締 役 会 長 中村　哲也 常務執行役員 ポール・エバンス
代 表 取 締 役 社 長 池田　靖光 常務執行役員 若林　幹雄
取 締 役 副 社 長 櫻井　慶雄 常務執行役員 大垣　幸平
取締役常務執行役員 角　　芳幸 執 行 役 員 松本　秀夫
取 締 役 棚橋　祐治　 執 行 役 員 磯田　　勉
常 勤 監 査 役 池田　彰孝 執 行 役 員 宮川　　宏
監 査 役 山田　　一 執 行 役 員 柳　　茂哉
監 査 役 杉原　幸一郎 執 行 役 員 石橋　竹己
監 査 役 中島　　成 執 行 役 員 関　　晴孝

コーポレートデータ （2012年9月30日現在）
Corporate Data

　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　ここに、当社グループ第９1期中間期（2012
年4月1日～2012年9月30日）の事業の概況、
業績等につきましてご報告申し上げます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わ
らぬご支援、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。

2012年11月

　当中間期における世界経済は、米国においては雇

用状況の改善を背景とする個人消費の回復によって

緩やかな回復基調にありますが、欧州経済は政府債

務危機の影響により低調に推移し、中国やインド等

の新興国でもその影響を受けて、輸出減、設備投

資の伸び悩みから成長は鈍化いたしました。日本経

済も、東日本大震災からの復興需要に期待がかかる

ものの、超円高の継続や電力供給制約問題等により

引き続き厳しい状況が続いております。当電子部品

業界においては、スマートフォン・タブレット端末関

連の需要は拡大しましたが、薄型テレビやノートパソ

コン関連は低調に推移いたしました。

　このような状況の下、当社は競合との差異化を実

現する新商品の開発、効率的な販売体制の整備等

に努めてまいりましたが、減収の影響に加え、長期

化する為替の円高、生産拠点のコスト上昇等によ

り、当中間期における連結業績は前年同期比で減収

減益となりました。

　今後につきましては、世界経済に不透明感が漂う

中、環境、エネルギー、健康等の新市場への展開

に注力するとともにコスト競争力を強化した事業運

営体制確立に取り組み、業績の早期回復を実現すべ

く、市場変化に対応できる企業体質づくりに努めて

いく所存であります。

当中間期の概況

音声認識リモコンのデモンストレーション。
言葉を発することでリモコン操作が可能です。

画面に触れることなく操作可能なタッチパ
ネル。TV東京の「ワールドビジネスサテラ
イト」で紹介されました。

未来技術コーナーでの映像とナレーターに
よるデモンストレーション。

3Dタッチセンサー。
今後軽量化、デザ
イン差別化が見込
まれる車載向けの
軽量・異形状タッ
チセンサーです。
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証券会社に口座を
開設されている株主様

口座を開設された証券会社に
ご照会下さい。

証券会社に口座を開設されてい
ない（特別口座に記録されてい
る）株主様

当社の特別口座の口座管理機関
（兼 株主名簿管理人）である三菱
UFJ信託銀行株式会社 証券
代行部（0120-232-711 通話料
無料）にご照会下さい。

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本生命保険相互会社 3,601 5.04
株式会社みずほコーポレート銀行 3,562 4.99
大日本印刷株式会社 3,200 4.48
SMK協力業者持株会 2,952 4.13
株式会社三菱東京UFJ銀行 2,508 3.51
三菱UFJ信託銀行株式会社 1,937 2.71
SMK社員持株会 1,924 2.69
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,666 2.33
財団法人昭和池田記念財団 1,500 2.10
池田　彰孝 1,466 2.05

発行可能株式総数 195,961,274株
発行済株式の総数 79,000,000株
株主数 10,700名
大株主（上位10名）

株式の状況

所有者別分布状況

株式に関するお問合せ先・お手続き先

■ 金融商品取引業者 636,675株 0.81%
■ 事業会社･その他法人 11,090,948株 14.04%
■ 外国人 3,313,569株 4.19%
■ 個人・その他 42,800,123株 54.18%
■ 金融機関 21,158,685株 26.78%

2009年
3月

2010年
3月

2011年
3月

2012年
3月

72,742
64,371 61,914

44,600
32,280 33,002 28,515 26,829

55,340

（単位：百万円）

2013年
3月（中間期）
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売上高
26,829百万円

（前年同期比 5.9%減➡）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

経常利益
△ 790百万円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

四半期（当期）純利益
△ 1,782百万円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

1株当たり
四半期（当期）純利益
△ 24.83円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

50,627百万円
（前期比   6.0%減➡）

総資産 ■ 総資産
■ 第91期中間期

25,157百万円
（前期比 10.9%減➡）

純資産 ■ 純資産
■ 第91期中間期

（注） 当社は自己株式7,618千株を保有しておりますが、上記大株主からは当社を除いて
おり、また、上記持株比率は自己株式を除外して算定しております。

連結財務ハイライト
Consolidated Financial Highlights

株式情報 （2012年9月30日現在）
Stock Information

事業部門別の概況
Review of Segment

　市況好調のスマートフォン・タブレット端末向けが
牽引したことに加え、車載向け、太陽光発電モジュー
ル向けの増加などが前年比では大きく伸張しました。
しかし、ＡＶ市場の落ち込みやモバイルゲーム機の不
調が大きく響き、計画を達成することができませんで
した。
　超円高・国際情勢など不安要素はありますが、主力の
情報通信はじめ、これからも伸びる市場・セットに向け
た新製品開発を進めてまいります。

［主要品目］
● 同軸コネクタ
● FPCコネクタ
● 基板対基板コネクタ
● ジャック

CS事業部 Connection System Division

売上高
26,829
百万円

FC事業部
9,460百万円
35.3%

TP事業部
4,735百万円
17.6%

CS事業部
12,514百万円

46.7%

その他
119百万円
0.4%

　AV市場においては、IPテレビを中心としたセットトッ
プボックス向けが堅調に推移しましたが、薄型テレビや
ディスクプレーヤー向けが、前期にも増し不振を極めま
した。また携帯電話市場向けは、顧客の不振により大き
く落ち込みました。一方エアコンはじめ、住宅設備やエ
コ製品向けは、高機能化により堅調に推移することがで
きました。
　下期は不安定要素がさらに拡大する状況ですが、成長
市場での受注獲得に向けて注力してまいります。

［主要品目］
● リモコン
● スイッチ
● Bluetooth®ユニット
● カメラモジュール

FC事業部 Functional Components Division

　車載市場向けは、カーナビゲーション用タッチパネルが国
内外からの旺盛な引き合いにより高水準の売上で推移しまし
た。ATM市場向けも需要の拡大により光学式タッチパネルが
順調に売上を伸ばしました。携帯電話市場向けは、競争の激
化により苦戦を強いられましたが、スマートフォンへの需要が
高まっており、今後受注活動をさらに強化してまいります。
　また、成長が見込まれる車載市場、タブレット市場向け
に静電容量式タッチパネルを中心として販売拡大を目指し
てまいります。

［主要品目］
● 抵抗式タッチパネル
● 静電容量式
　 タッチパネル
● 光学式タッチパネル

TP事業部 Touch Panel Division

第91期中間期
2012年9月30日

第90期
2012年3月31日

資産の部

流動資産 31,560 33,485

固定資産 19,067 20,397

　有形固定資産 16,062 16,199

　無形固定資産 279 390

　投資その他の資産 2,724 3,808

資産合計 50,627 53,883

負債の部

流動負債 20,727 22,556

固定負債 4,742 3,069

負債合計 25,470 25,626

純資産の部

株主資本 29,215 31,572

　資本金 7,996 7,996

　資本剰余金 12,345 12,345

　利益剰余金 12,570 14,784

　自己株式 △ 3,697 △ 3,554

その他の包括利益累計額 △ 4,113 △ 3,352

新株予約権 55 32

少数株主持分 ー 5

純資産合計 25,157 28,257

負債純資産合計 50,627 53,883

中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

第91期中間期
自2012年4月  1日
至2012年9月30日

第90期中間期
自2011年4月  1日
至2011年9月30日

売上高 26,829 28,515

売上原価 22,981 24,573

売上総利益 3,848 3,941

販売費及び一般管理費 4,175 3,983

営業損失（△） △ 327 △ 42

営業外収益 500 461

営業外費用 963 959

経常損失（△） △ 790 △  540

特別利益 28 27

特別損失 135 141

税金等調整前四半期純損失（△） △ 896 △ 654

法人税等 ※ 891 △ 64

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △ 1,787 △ 589

少数株主利益又は少数株主損失（△） △ 5 0

四半期純損失（△） △ 1,782 △ 590

第91期中間期
自2012年4月  1日
至2012年9月30日

第90期中間期
自2011年4月  1日
至2011年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 871 162

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,859 △ 1,887

財務活動によるキャッシュ・フロー 650 1,137

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 150 △ 99

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 487 △ 687

現金及び現金同等物の期首残高 8,389 7,382

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,902 6,695

中間連結損益計算書 （単位：百万円）

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

詳細な財務情報は 検索SMK IR中間連結財務諸表（要旨）
Consolidated Financial Statements

LED照明用コネクタ
用途：LED照明

スイッチ一体型 静電容量式タッチパネル
用途：カーナビゲーション、

車載用センターコントロール、タブレット端末

2. 配当金をお受け取りになっていない株主様は、上記の三菱
UFJ信託銀行株式会社 証券代行部の電話照会先にご連絡
下さい。

1. 配当金のお振込、単元未満株式の買取・買増請求、特別口座
から証券会社の口座へのお振替、住所変更等のお手続き窓口
は次のとおりです。

高荷重プッシュスイッチ
用途：キーレスエントリーシステム、

カーオーディオ機器、その他各種操作用機器

※ 繰延税金資産の一部取崩しによる法人税等調整額の計上1,049百万
円を含みます。
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証券会社に口座を
開設されている株主様

口座を開設された証券会社に
ご照会下さい。

証券会社に口座を開設されてい
ない（特別口座に記録されてい
る）株主様

当社の特別口座の口座管理機関
（兼 株主名簿管理人）である三菱
UFJ信託銀行株式会社 証券
代行部（0120-232-711 通話料
無料）にご照会下さい。

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本生命保険相互会社 3,601 5.04
株式会社みずほコーポレート銀行 3,562 4.99
大日本印刷株式会社 3,200 4.48
SMK協力業者持株会 2,952 4.13
株式会社三菱東京UFJ銀行 2,508 3.51
三菱UFJ信託銀行株式会社 1,937 2.71
SMK社員持株会 1,924 2.69
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,666 2.33
財団法人昭和池田記念財団 1,500 2.10
池田　彰孝 1,466 2.05

発行可能株式総数 195,961,274株
発行済株式の総数 79,000,000株
株主数 10,700名
大株主（上位10名）

株式の状況

所有者別分布状況

株式に関するお問合せ先・お手続き先

■ 金融商品取引業者 636,675株 0.81%
■ 事業会社･その他法人 11,090,948株 14.04%
■ 外国人 3,313,569株 4.19%
■ 個人・その他 42,800,123株 54.18%
■ 金融機関 21,158,685株 26.78%
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0

30,000

60,000

90,000

2009年
3月

2010年
3月

2011年
3月

2012年
3月

2013年
3月（中間期）

（単位：百万円）
3,165

2,582 2,505

1,029
1,282

1,766

△540 △790
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売上高
26,829百万円

（前年同期比 5.9%減➡）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

経常利益
△ 790百万円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

四半期（当期）純利益
△ 1,782百万円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

1株当たり
四半期（当期）純利益
△ 24.83円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

50,627百万円
（前期比   6.0%減➡）

総資産 ■ 総資産
■ 第91期中間期

25,157百万円
（前期比 10.9%減➡）

純資産 ■ 純資産
■ 第91期中間期

（注） 当社は自己株式7,618千株を保有しておりますが、上記大株主からは当社を除いて
おり、また、上記持株比率は自己株式を除外して算定しております。

連結財務ハイライト
Consolidated Financial Highlights

株式情報 （2012年9月30日現在）
Stock Information

事業部門別の概況
Review of Segment

　市況好調のスマートフォン・タブレット端末向けが
牽引したことに加え、車載向け、太陽光発電モジュー
ル向けの増加などが前年比では大きく伸張しました。
しかし、ＡＶ市場の落ち込みやモバイルゲーム機の不
調が大きく響き、計画を達成することができませんで
した。
　超円高・国際情勢など不安要素はありますが、主力の
情報通信はじめ、これからも伸びる市場・セットに向け
た新製品開発を進めてまいります。

［主要品目］
● 同軸コネクタ
● FPCコネクタ
● 基板対基板コネクタ
● ジャック

CS事業部 Connection System Division

売上高
26,829
百万円

FC事業部
9,460百万円
35.3%

TP事業部
4,735百万円
17.6%

CS事業部
12,514百万円

46.7%

その他
119百万円
0.4%

　AV市場においては、IPテレビを中心としたセットトッ
プボックス向けが堅調に推移しましたが、薄型テレビや
ディスクプレーヤー向けが、前期にも増し不振を極めま
した。また携帯電話市場向けは、顧客の不振により大き
く落ち込みました。一方エアコンはじめ、住宅設備やエ
コ製品向けは、高機能化により堅調に推移することがで
きました。
　下期は不安定要素がさらに拡大する状況ですが、成長
市場での受注獲得に向けて注力してまいります。

［主要品目］
● リモコン
● スイッチ
● Bluetooth®ユニット
● カメラモジュール

FC事業部 Functional Components Division

　車載市場向けは、カーナビゲーション用タッチパネルが国
内外からの旺盛な引き合いにより高水準の売上で推移しまし
た。ATM市場向けも需要の拡大により光学式タッチパネルが
順調に売上を伸ばしました。携帯電話市場向けは、競争の激
化により苦戦を強いられましたが、スマートフォンへの需要が
高まっており、今後受注活動をさらに強化してまいります。
　また、成長が見込まれる車載市場、タブレット市場向け
に静電容量式タッチパネルを中心として販売拡大を目指し
てまいります。

［主要品目］
● 抵抗式タッチパネル
● 静電容量式
　 タッチパネル
● 光学式タッチパネル

TP事業部 Touch Panel Division

第91期中間期
2012年9月30日

第90期
2012年3月31日

資産の部

流動資産 31,560 33,485

固定資産 19,067 20,397

　有形固定資産 16,062 16,199

　無形固定資産 279 390

　投資その他の資産 2,724 3,808

資産合計 50,627 53,883

負債の部

流動負債 20,727 22,556

固定負債 4,742 3,069

負債合計 25,470 25,626

純資産の部

株主資本 29,215 31,572

　資本金 7,996 7,996

　資本剰余金 12,345 12,345

　利益剰余金 12,570 14,784

　自己株式 △ 3,697 △ 3,554

その他の包括利益累計額 △ 4,113 △ 3,352

新株予約権 55 32

少数株主持分 ー 5

純資産合計 25,157 28,257

負債純資産合計 50,627 53,883

中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

第91期中間期
自2012年4月  1日
至2012年9月30日

第90期中間期
自2011年4月  1日
至2011年9月30日

売上高 26,829 28,515

売上原価 22,981 24,573

売上総利益 3,848 3,941

販売費及び一般管理費 4,175 3,983

営業損失（△） △ 327 △ 42

営業外収益 500 461

営業外費用 963 959

経常損失（△） △ 790 △  540

特別利益 28 27

特別損失 135 141

税金等調整前四半期純損失（△） △ 896 △ 654

法人税等 ※ 891 △ 64

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △ 1,787 △ 589

少数株主利益又は少数株主損失（△） △ 5 0

四半期純損失（△） △ 1,782 △ 590

第91期中間期
自2012年4月  1日
至2012年9月30日

第90期中間期
自2011年4月  1日
至2011年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 871 162

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,859 △ 1,887

財務活動によるキャッシュ・フロー 650 1,137

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 150 △ 99

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 487 △ 687

現金及び現金同等物の期首残高 8,389 7,382

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,902 6,695

中間連結損益計算書 （単位：百万円）

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

詳細な財務情報は 検索SMK IR中間連結財務諸表（要旨）
Consolidated Financial Statements

LED照明用コネクタ
用途：LED照明

スイッチ一体型 静電容量式タッチパネル
用途：カーナビゲーション、

車載用センターコントロール、タブレット端末

2. 配当金をお受け取りになっていない株主様は、上記の三菱
UFJ信託銀行株式会社 証券代行部の電話照会先にご連絡
下さい。

1. 配当金のお振込、単元未満株式の買取・買増請求、特別口座
から証券会社の口座へのお振替、住所変更等のお手続き窓口
は次のとおりです。

高荷重プッシュスイッチ
用途：キーレスエントリーシステム、

カーオーディオ機器、その他各種操作用機器

※ 繰延税金資産の一部取崩しによる法人税等調整額の計上1,049百万
円を含みます。
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証券会社に口座を
開設されている株主様

口座を開設された証券会社に
ご照会下さい。

証券会社に口座を開設されてい
ない（特別口座に記録されてい
る）株主様

当社の特別口座の口座管理機関
（兼 株主名簿管理人）である三菱
UFJ信託銀行株式会社 証券
代行部（0120-232-711 通話料
無料）にご照会下さい。

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本生命保険相互会社 3,601 5.04
株式会社みずほコーポレート銀行 3,562 4.99
大日本印刷株式会社 3,200 4.48
SMK協力業者持株会 2,952 4.13
株式会社三菱東京UFJ銀行 2,508 3.51
三菱UFJ信託銀行株式会社 1,937 2.71
SMK社員持株会 1,924 2.69
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,666 2.33
財団法人昭和池田記念財団 1,500 2.10
池田　彰孝 1,466 2.05

発行可能株式総数 195,961,274株
発行済株式の総数 79,000,000株
株主数 10,700名
大株主（上位10名）

株式の状況

所有者別分布状況

株式に関するお問合せ先・お手続き先

■ 金融商品取引業者 636,675株 0.81%
■ 事業会社･その他法人 11,090,948株 14.04%
■ 外国人 3,313,569株 4.19%
■ 個人・その他 42,800,123株 54.18%
■ 金融機関 21,158,685株 26.78%
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売上高
26,829百万円

（前年同期比 5.9%減➡）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

経常利益
△ 790百万円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

四半期（当期）純利益
△ 1,782百万円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

1株当たり
四半期（当期）純利益
△ 24.83円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

50,627百万円
（前期比   6.0%減➡）

総資産 ■ 総資産
■ 第91期中間期

25,157百万円
（前期比 10.9%減➡）

純資産 ■ 純資産
■ 第91期中間期

（注） 当社は自己株式7,618千株を保有しておりますが、上記大株主からは当社を除いて
おり、また、上記持株比率は自己株式を除外して算定しております。

連結財務ハイライト
Consolidated Financial Highlights

株式情報 （2012年9月30日現在）
Stock Information

事業部門別の概況
Review of Segment

　市況好調のスマートフォン・タブレット端末向けが
牽引したことに加え、車載向け、太陽光発電モジュー
ル向けの増加などが前年比では大きく伸張しました。
しかし、ＡＶ市場の落ち込みやモバイルゲーム機の不
調が大きく響き、計画を達成することができませんで
した。
　超円高・国際情勢など不安要素はありますが、主力の
情報通信はじめ、これからも伸びる市場・セットに向け
た新製品開発を進めてまいります。

［主要品目］
● 同軸コネクタ
● FPCコネクタ
● 基板対基板コネクタ
● ジャック

CS事業部 Connection System Division

売上高
26,829
百万円

FC事業部
9,460百万円
35.3%

TP事業部
4,735百万円
17.6%

CS事業部
12,514百万円

46.7%

その他
119百万円
0.4%

　AV市場においては、IPテレビを中心としたセットトッ
プボックス向けが堅調に推移しましたが、薄型テレビや
ディスクプレーヤー向けが、前期にも増し不振を極めま
した。また携帯電話市場向けは、顧客の不振により大き
く落ち込みました。一方エアコンはじめ、住宅設備やエ
コ製品向けは、高機能化により堅調に推移することがで
きました。
　下期は不安定要素がさらに拡大する状況ですが、成長
市場での受注獲得に向けて注力してまいります。

［主要品目］
● リモコン
● スイッチ
● Bluetooth®ユニット
● カメラモジュール

FC事業部 Functional Components Division

　車載市場向けは、カーナビゲーション用タッチパネルが国
内外からの旺盛な引き合いにより高水準の売上で推移しまし
た。ATM市場向けも需要の拡大により光学式タッチパネルが
順調に売上を伸ばしました。携帯電話市場向けは、競争の激
化により苦戦を強いられましたが、スマートフォンへの需要が
高まっており、今後受注活動をさらに強化してまいります。
　また、成長が見込まれる車載市場、タブレット市場向け
に静電容量式タッチパネルを中心として販売拡大を目指し
てまいります。

［主要品目］
● 抵抗式タッチパネル
● 静電容量式
　 タッチパネル
● 光学式タッチパネル

TP事業部 Touch Panel Division

第91期中間期
2012年9月30日

第90期
2012年3月31日

資産の部

流動資産 31,560 33,485

固定資産 19,067 20,397

　有形固定資産 16,062 16,199

　無形固定資産 279 390

　投資その他の資産 2,724 3,808

資産合計 50,627 53,883

負債の部

流動負債 20,727 22,556

固定負債 4,742 3,069

負債合計 25,470 25,626

純資産の部

株主資本 29,215 31,572

　資本金 7,996 7,996

　資本剰余金 12,345 12,345

　利益剰余金 12,570 14,784

　自己株式 △ 3,697 △ 3,554

その他の包括利益累計額 △ 4,113 △ 3,352

新株予約権 55 32

少数株主持分 ー 5

純資産合計 25,157 28,257

負債純資産合計 50,627 53,883

中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

第91期中間期
自2012年4月  1日
至2012年9月30日

第90期中間期
自2011年4月  1日
至2011年9月30日

売上高 26,829 28,515

売上原価 22,981 24,573

売上総利益 3,848 3,941

販売費及び一般管理費 4,175 3,983

営業損失（△） △ 327 △ 42

営業外収益 500 461

営業外費用 963 959

経常損失（△） △ 790 △  540

特別利益 28 27

特別損失 135 141

税金等調整前四半期純損失（△） △ 896 △ 654

法人税等 ※ 891 △ 64

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △ 1,787 △ 589

少数株主利益又は少数株主損失（△） △ 5 0

四半期純損失（△） △ 1,782 △ 590

第91期中間期
自2012年4月  1日
至2012年9月30日

第90期中間期
自2011年4月  1日
至2011年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 871 162

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,859 △ 1,887

財務活動によるキャッシュ・フロー 650 1,137

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 150 △ 99

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 487 △ 687

現金及び現金同等物の期首残高 8,389 7,382

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,902 6,695

中間連結損益計算書 （単位：百万円）

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

詳細な財務情報は 検索SMK IR中間連結財務諸表（要旨）
Consolidated Financial Statements

LED照明用コネクタ
用途：LED照明

スイッチ一体型 静電容量式タッチパネル
用途：カーナビゲーション、

車載用センターコントロール、タブレット端末

2. 配当金をお受け取りになっていない株主様は、上記の三菱
UFJ信託銀行株式会社 証券代行部の電話照会先にご連絡
下さい。

1. 配当金のお振込、単元未満株式の買取・買増請求、特別口座
から証券会社の口座へのお振替、住所変更等のお手続き窓口
は次のとおりです。

高荷重プッシュスイッチ
用途：キーレスエントリーシステム、

カーオーディオ機器、その他各種操作用機器

※ 繰延税金資産の一部取崩しによる法人税等調整額の計上1,049百万
円を含みます。
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証券会社に口座を
開設されている株主様

口座を開設された証券会社に
ご照会下さい。

証券会社に口座を開設されてい
ない（特別口座に記録されてい
る）株主様

当社の特別口座の口座管理機関
（兼 株主名簿管理人）である三菱
UFJ信託銀行株式会社 証券
代行部（0120-232-711 通話料
無料）にご照会下さい。

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本生命保険相互会社 3,601 5.04
株式会社みずほコーポレート銀行 3,562 4.99
大日本印刷株式会社 3,200 4.48
SMK協力業者持株会 2,952 4.13
株式会社三菱東京UFJ銀行 2,508 3.51
三菱UFJ信託銀行株式会社 1,937 2.71
SMK社員持株会 1,924 2.69
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,666 2.33
財団法人昭和池田記念財団 1,500 2.10
池田　彰孝 1,466 2.05

発行可能株式総数 195,961,274株
発行済株式の総数 79,000,000株
株主数 10,700名
大株主（上位10名）

株式の状況

所有者別分布状況

株式に関するお問合せ先・お手続き先

■ 金融商品取引業者 636,675株 0.81%
■ 事業会社･その他法人 11,090,948株 14.04%
■ 外国人 3,313,569株 4.19%
■ 個人・その他 42,800,123株 54.18%
■ 金融機関 21,158,685株 26.78%

2009年
3月

2010年
3月

2011年
3月

2012年
3月

72,742
64,371 61,914

44,600
32,280 33,002 28,515 26,829

55,340

（単位：百万円）

2013年
3月（中間期）

0

30,000

60,000

90,000

2009年
3月

2010年
3月

2011年
3月

2012年
3月

2013年
3月（中間期）

（単位：百万円）
3,165

2,582 2,505

1,029
1,282

1,766

△540 △790

△1,083△1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2009年
3月

2010年
3月

2011年
3月

2012年
3月

2013年
3月（中間期）

（単位：百万円）

△799

△590 △1,782

1,710 1,862

1,037

△1,620

940 1,159

△2,000

△1,000

0

1,000

2,000

2009年
3月

2010年
3月

2011年
3月

2012年
3月

（単位：百万円）

2013年
3月（中間期）

58,168 56,113 53,059

29,079 31,127 29,862 28,257

53,883 50,627

25,157

0

20,000

40,000

60,000

2009年
3月

2010年
3月

2011年
3月

2012年
3月

2013年
3月（中間期）

（単位：円）
22.76 25.19

△21.68

12.72

△8.10 △24.83

△11.04

△30

0

30

15.71
14.14

売上高
26,829百万円

（前年同期比 5.9%減➡）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

経常利益
△ 790百万円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

四半期（当期）純利益
△ 1,782百万円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

1株当たり
四半期（当期）純利益
△ 24.83円

（前年同期比ー）
■ 中間期
■ 通　期
■ 第91期中間期

50,627百万円
（前期比   6.0%減➡）

総資産 ■ 総資産
■ 第91期中間期

25,157百万円
（前期比 10.9%減➡）

純資産 ■ 純資産
■ 第91期中間期

（注） 当社は自己株式7,618千株を保有しておりますが、上記大株主からは当社を除いて
おり、また、上記持株比率は自己株式を除外して算定しております。

連結財務ハイライト
Consolidated Financial Highlights

株式情報 （2012年9月30日現在）
Stock Information

事業部門別の概況
Review of Segment

　市況好調のスマートフォン・タブレット端末向けが
牽引したことに加え、車載向け、太陽光発電モジュー
ル向けの増加などが前年比では大きく伸張しました。
しかし、ＡＶ市場の落ち込みやモバイルゲーム機の不
調が大きく響き、計画を達成することができませんで
した。
　超円高・国際情勢など不安要素はありますが、主力の
情報通信はじめ、これからも伸びる市場・セットに向け
た新製品開発を進めてまいります。

［主要品目］
● 同軸コネクタ
● FPCコネクタ
● 基板対基板コネクタ
● ジャック

CS事業部 Connection System Division

売上高
26,829
百万円

FC事業部
9,460百万円
35.3%

TP事業部
4,735百万円
17.6%

CS事業部
12,514百万円

46.7%

その他
119百万円
0.4%

　AV市場においては、IPテレビを中心としたセットトッ
プボックス向けが堅調に推移しましたが、薄型テレビや
ディスクプレーヤー向けが、前期にも増し不振を極めま
した。また携帯電話市場向けは、顧客の不振により大き
く落ち込みました。一方エアコンはじめ、住宅設備やエ
コ製品向けは、高機能化により堅調に推移することがで
きました。
　下期は不安定要素がさらに拡大する状況ですが、成長
市場での受注獲得に向けて注力してまいります。

［主要品目］
● リモコン
● スイッチ
● Bluetooth®ユニット
● カメラモジュール

FC事業部 Functional Components Division

　車載市場向けは、カーナビゲーション用タッチパネルが国
内外からの旺盛な引き合いにより高水準の売上で推移しまし
た。ATM市場向けも需要の拡大により光学式タッチパネルが
順調に売上を伸ばしました。携帯電話市場向けは、競争の激
化により苦戦を強いられましたが、スマートフォンへの需要が
高まっており、今後受注活動をさらに強化してまいります。
　また、成長が見込まれる車載市場、タブレット市場向け
に静電容量式タッチパネルを中心として販売拡大を目指し
てまいります。

［主要品目］
● 抵抗式タッチパネル
● 静電容量式
　 タッチパネル
● 光学式タッチパネル

TP事業部 Touch Panel Division

第91期中間期
2012年9月30日

第90期
2012年3月31日

資産の部

流動資産 31,560 33,485

固定資産 19,067 20,397

　有形固定資産 16,062 16,199

　無形固定資産 279 390

　投資その他の資産 2,724 3,808

資産合計 50,627 53,883

負債の部

流動負債 20,727 22,556

固定負債 4,742 3,069

負債合計 25,470 25,626

純資産の部

株主資本 29,215 31,572

　資本金 7,996 7,996

　資本剰余金 12,345 12,345

　利益剰余金 12,570 14,784

　自己株式 △ 3,697 △ 3,554

その他の包括利益累計額 △ 4,113 △ 3,352

新株予約権 55 32

少数株主持分 ー 5

純資産合計 25,157 28,257

負債純資産合計 50,627 53,883

中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

第91期中間期
自2012年4月  1日
至2012年9月30日

第90期中間期
自2011年4月  1日
至2011年9月30日

売上高 26,829 28,515

売上原価 22,981 24,573

売上総利益 3,848 3,941

販売費及び一般管理費 4,175 3,983

営業損失（△） △ 327 △ 42

営業外収益 500 461

営業外費用 963 959

経常損失（△） △ 790 △  540

特別利益 28 27

特別損失 135 141

税金等調整前四半期純損失（△） △ 896 △ 654

法人税等 ※ 891 △ 64

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △ 1,787 △ 589

少数株主利益又は少数株主損失（△） △ 5 0

四半期純損失（△） △ 1,782 △ 590

第91期中間期
自2012年4月  1日
至2012年9月30日

第90期中間期
自2011年4月  1日
至2011年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 871 162

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,859 △ 1,887

財務活動によるキャッシュ・フロー 650 1,137

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 150 △ 99

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 487 △ 687

現金及び現金同等物の期首残高 8,389 7,382

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,902 6,695

中間連結損益計算書 （単位：百万円）

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

詳細な財務情報は 検索SMK IR中間連結財務諸表（要旨）
Consolidated Financial Statements

LED照明用コネクタ
用途：LED照明

スイッチ一体型 静電容量式タッチパネル
用途：カーナビゲーション、

車載用センターコントロール、タブレット端末

2. 配当金をお受け取りになっていない株主様は、上記の三菱
UFJ信託銀行株式会社 証券代行部の電話照会先にご連絡
下さい。

1. 配当金のお振込、単元未満株式の買取・買増請求、特別口座
から証券会社の口座へのお振替、住所変更等のお手続き窓口
は次のとおりです。

高荷重プッシュスイッチ
用途：キーレスエントリーシステム、

カーオーディオ機器、その他各種操作用機器

※ 繰延税金資産の一部取崩しによる法人税等調整額の計上1,049百万
円を含みます。
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基板対基板コネクタ

静電容量式タッチパネル

Micro-USB コネクタ

スライドスイッチ

第91期 中間経営報告書
2012年4月1日から2012年9月30日まで

株 主・投資家のみなさまへ

株式会社

　2012年6月6日（水）
～8 日（ 金 ） の 3 日 間、
東京・品川のガーデンシ
ティ品川において当社技
術展 SMK TEXPO2012
を開催いたしました。

　1985年に第1回を開催し、第8回目となる今回は
テーマコピーを「人、環境、未来へスマートナビゲー
ト」とし、新製品や現在研究開発を進めている最新
の技術等、約300点を展示いたしました。
　今回の展示では、SMKが描く未来を提案する未来
技術コーナー、環境に配慮した製品技術を紹介する
エコテクノロジーコーナー、高速伝達・高周波に対
応した技術を紹介する高速・高周波デバイスコー
ナ ー 等 々、 各
展 示 コ ー ナ ー
を 充 実 さ せ ま
した。使いやす
さ を 体 感 し て
い た だ け る よ
う デ モ ン ス ト
レ ー シ ョ ン も
多く取り入れ、
ご 来 場 者 に 高
い 評 価 を い た
だきました。期
間中は2,430名
の 方 に ご 来 場
い た だ く こ と
ができました。

トップメッセージ
To Our Shareholders

代表取締役社長

池田 靖光
代表取締役会長

中村 哲也

TEXPO2012開催

トピックス
Topics

商　　号 SMK株式会社

英文社名 SMK Corporation

設　　立 1929年（昭和4年）1月15日

資 本 金 7,996,828,021円

従業員数（SMKグループ） 7,660名
本　　社 〒142－8511

東京都品川区戸越6丁目5番5号
TEL (03)3785-1111(代表)
FAX (03)3785-1878
ホームページアドレス
http://www.smk.co.jp/

ゲートシティオフィス 北陸営業所
大阪支店 福岡営業所
名古屋支店 富山事業所・富山テクノロジーセンター
茨城営業所 ひたち事業所

海外ネットワーク
生産／販売／R&D　全35拠点

台湾・香港・中国・シンガポール・フィリピン・韓国・マレーシ
ア・ベルギー・ドイツ・イギリス・フランス・ハンガリー・アメ
リカ・メキシコ

会社概要

役員一覧

国内事業所一覧

取締役および監査役 執 行 役 員
代 表 取 締 役 会 長 中村　哲也 常務執行役員 ポール・エバンス
代 表 取 締 役 社 長 池田　靖光 常務執行役員 若林　幹雄
取 締 役 副 社 長 櫻井　慶雄 常務執行役員 大垣　幸平
取締役常務執行役員 角　　芳幸 執 行 役 員 松本　秀夫
取 締 役 棚橋　祐治　 執 行 役 員 磯田　　勉
常 勤 監 査 役 池田　彰孝 執 行 役 員 宮川　　宏
監 査 役 山田　　一 執 行 役 員 柳　　茂哉
監 査 役 杉原　幸一郎 執 行 役 員 石橋　竹己
監 査 役 中島　　成 執 行 役 員 関　　晴孝

コーポレートデータ （2012年9月30日現在）
Corporate Data

　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　ここに、当社グループ第９1期中間期（2012
年4月1日～2012年9月30日）の事業の概況、
業績等につきましてご報告申し上げます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わ
らぬご支援、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。

2012年11月

　当中間期における世界経済は、米国においては雇

用状況の改善を背景とする個人消費の回復によって

緩やかな回復基調にありますが、欧州経済は政府債

務危機の影響により低調に推移し、中国やインド等

の新興国でもその影響を受けて、輸出減、設備投

資の伸び悩みから成長は鈍化いたしました。日本経

済も、東日本大震災からの復興需要に期待がかかる

ものの、超円高の継続や電力供給制約問題等により

引き続き厳しい状況が続いております。当電子部品

業界においては、スマートフォン・タブレット端末関

連の需要は拡大しましたが、薄型テレビやノートパソ

コン関連は低調に推移いたしました。

　このような状況の下、当社は競合との差異化を実

現する新商品の開発、効率的な販売体制の整備等

に努めてまいりましたが、減収の影響に加え、長期

化する為替の円高、生産拠点のコスト上昇等によ

り、当中間期における連結業績は前年同期比で減収

減益となりました。

　今後につきましては、世界経済に不透明感が漂う

中、環境、エネルギー、健康等の新市場への展開

に注力するとともにコスト競争力を強化した事業運

営体制確立に取り組み、業績の早期回復を実現すべ

く、市場変化に対応できる企業体質づくりに努めて

いく所存であります。

当中間期の概況

音声認識リモコンのデモンストレーション。
言葉を発することでリモコン操作が可能です。

画面に触れることなく操作可能なタッチパ
ネル。TV東京の「ワールドビジネスサテラ
イト」で紹介されました。

未来技術コーナーでの映像とナレーターに
よるデモンストレーション。

3Dタッチセンサー。
今後軽量化、デザ
イン差別化が見込
まれる車載向けの
軽量・異形状タッ
チセンサーです。
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基板対基板コネクタ

静電容量式タッチパネル

Micro-USB コネクタ

スライドスイッチ

第91期 中間経営報告書
2012年4月1日から2012年9月30日まで

株 主・投資家のみなさまへ

株式会社

　2012年6月6日（水）
～8 日（ 金 ） の 3 日 間、
東京・品川のガーデンシ
ティ品川において当社技
術展 SMK TEXPO2012
を開催いたしました。

　1985年に第1回を開催し、第8回目となる今回は
テーマコピーを「人、環境、未来へスマートナビゲー
ト」とし、新製品や現在研究開発を進めている最新
の技術等、約300点を展示いたしました。
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ナ ー 等 々、 各
展 示 コ ー ナ ー
を 充 実 さ せ ま
した。使いやす
さ を 体 感 し て
い た だ け る よ
う デ モ ン ス ト
レ ー シ ョ ン も
多く取り入れ、
ご 来 場 者 に 高
い 評 価 を い た
だきました。期
間中は2,430名
の 方 に ご 来 場
い た だ く こ と
ができました。

トップメッセージ
To Our Shareholders

代表取締役社長

池田 靖光
代表取締役会長

中村 哲也

TEXPO2012開催

トピックス
Topics

商　　号 SMK株式会社

英文社名 SMK Corporation

設　　立 1929年（昭和4年）1月15日

資 本 金 7,996,828,021円

従業員数（SMKグループ） 7,660名
本　　社 〒142－8511

東京都品川区戸越6丁目5番5号
TEL (03)3785-1111(代表)
FAX (03)3785-1878
ホームページアドレス
http://www.smk.co.jp/

ゲートシティオフィス 北陸営業所
大阪支店 福岡営業所
名古屋支店 富山事業所・富山テクノロジーセンター
茨城営業所 ひたち事業所

海外ネットワーク
生産／販売／R&D　全35拠点

台湾・香港・中国・シンガポール・フィリピン・韓国・マレーシ
ア・ベルギー・ドイツ・イギリス・フランス・ハンガリー・アメ
リカ・メキシコ

会社概要

役員一覧

国内事業所一覧

取締役および監査役 執 行 役 員
代 表 取 締 役 会 長 中村　哲也 常務執行役員 ポール・エバンス
代 表 取 締 役 社 長 池田　靖光 常務執行役員 若林　幹雄
取 締 役 副 社 長 櫻井　慶雄 常務執行役員 大垣　幸平
取締役常務執行役員 角　　芳幸 執 行 役 員 松本　秀夫
取 締 役 棚橋　祐治　 執 行 役 員 磯田　　勉
常 勤 監 査 役 池田　彰孝 執 行 役 員 宮川　　宏
監 査 役 山田　　一 執 行 役 員 柳　　茂哉
監 査 役 杉原　幸一郎 執 行 役 員 石橋　竹己
監 査 役 中島　　成 執 行 役 員 関　　晴孝
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ます。
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